
平成28年度 小学部 志教育全体計画
宮城県立視覚支援学校

児童・生徒の実態 本 校 の 教 育 目 標 保護者や教師の願い

・小学生から成人まで幅 ヘレンケラー女史が，本校に餞として残してく ・必要に応じて周囲の
広い年齢層の児童生徒 れた「英知・忍耐」という言葉を信条として，視 支援を受けながら豊
が学び，社会経験や障 覚等の障害を克服し調和のとれた人格の形成に努 かな生活を送ってほ
害受容の程度などに大 め，社会の一員として自主的・積極的に生きる人 しい。
きな差がある。 間を育成する。 ・目標実現のために努

・晴眼者にとっては簡単 力する人になって欲
な概念形成であっても， しい。
その育成のための工夫 ・将来に向けて自分ら
が必要である。 しい生き方を選択し

・他者の意図や感情の変 「志教育」の目標 ていってほしい。
化を読み取ることが難 ・自立した生活ができ
しく，一方的なコミュ より自分らしく豊かに生きるために，自己実現 るようになってほし
ニケーションになった を果たすための課題や今取り組むべき事柄につい い。
り，もしくは他者との て積極的に考える意欲や態度を育成する。 ・社会の一員として，
かかわりが消極的，受 １．自分を生かすネットワークを築く。 それぞれの役割を担
動的になったりする傾 ２．自分の目標を実現する方法を学ぶ。 い未来を支える力と
向がある。 ３．それぞれのやり方で社会に貢献する。 なってほしい。

・自己肯定感が低い。

重 点 指 導 事 項

人と「かかわる」 よりよい生き方を「もとめる」 社会での役割を「はたす」

友人や教師とのかかわりを基に 学習や生活に目標を持ち，進んで 学級や学校行事の中で，それぞ
地域社会の一員として，自分らし 取り組む姿勢を身につけ，成功感や れの役割を自覚し，進んで仕事に
さを生かしながら，豊かな社会生 達成感を持ちながら学校生活を送ろ 取り組む姿勢を身につけ，社会の
活を送るための基本的な態度を養 うとする態度を養う。 一員として役割を果たすための基
う。 本的な態度を養う。

各教育活動における取り組みの観点 各学年の取り組み内容

各教科 低学年
・日常生活を主体的に過ごすために必要な基本 ・学習，生活の諸活動に見通しを持ち，教師の支
的，基礎的な概念や知識・技能を身につける。 援を受けながら，進んで活動に取り組もうとす
道徳 る。
・道徳的な心情，道徳的判断力を培い，それらを ・基本的な生活習慣を確立する。
実践に結びつけていく力を育てる。 ・自分の好きなこと得意なこと，できることを増
総合的な学習の時間 やし，様々な事柄に対して興味関心を高める。
・自ら課題を意識し，解決のために創造的に取り ・約束や決まりを知る。
組む態度を育てる。 中学年
特別活動 ・学習，生活の諸活動に目標を持ち，目標達成の
・学級学部活動を通して，望ましい人間関係を形 ために努力しようとする。
成し，学部集団の一員としてよりよい生活をし ・自分の持ち味や役割を自覚し，良い面を伸ばそ
ようとする態度を育てる。 うとする意識を高める。
自立活動 ・協同活動の仕方や仲間関係の在り方について考
・様々な支援を受けながら，障害による学習や日 える。
常生活の困難を乗り越えて，前向きに生きよう 高学年
とする力を育てる。 ・学部の友達と協力しながら，自分の役割を確実

に担い，集団の目標を達成しようとする。
・地域社会の活動に目を向け，進んで参加しよう
とする。

家庭との連携 地域・企業との協働

・現在学校で行っている教育活動が卒業後や将来 ・障害理解の啓発と支援の連携協力を推進する。
にどう関係しているのか，社会人となるために ・宮城教育大学等，外部の専門家や地域資源の積
どのような力を培っているのか等について説明 極的な活用を進める。
し，将来の展望について保護者と共有する。 ・支援会議，就労支援講演会の開催

・教育相談 ・支援会議 ・進路研修会 ・連絡帳 ・居住地校学習
・個別の教育支援計画 ・個別の指導計画 ・共同学習


